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研究の要約
計算の指導にあたっては，「計算の意味理解」「計算の仕方を考える」「計算に習熟・活
用するJの3つの点が大切であり，これらの3点を重要視して指導にあたる必要がある。し
かし， 3口の計算の指導にあたる前に，くり上がりのないたし算，くり下がりのないひき算を
すでに学習していることから，「3口の計算の意味理解Jが軽く扱われ，単なる計算の技能
の習熟に重きを置く傾向が現状として見られる。
そこで，本研究では，学校現場で軽視されがちである，「3口の計算の意味指導」に重
点を置き，「式のよみ」を活用しながら， 3口の計算の意味理解を深め， 3口の計算にする
よさに気付かせたり，発展的に4口や5口の計算の式表示にまで広げたりしていく授業デ
ザインを提案し，その授業実践について考察していく。
実践後の考察の結果， 3口の計算になることについて，「式のよみ」を根拠とさせて説明
させていくことで，児童は3口の計算の意味について理解しやすくなり，また， 3口の計算
の式にするよさも感得しやすいことが分かった。また， 4口や5口の計算の式表示について
も， 3口の計算の式での「式のよみJを活用して発展的に考えていけることが分かった。
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, 問題の所在
平成28年度版科学技術白書（2016）で，狩猟
社会，農耕社会，工業社会，情報社会に続く今
後の新しい社会として，人類史上 5番目の社会
である「超スマー ト社会（Society5.0）」の到来が示
された。また， 2018年6月に第3期教育振興基
本計画が閣議決定され，それによると，医療体
制の充実・医学の進歩・生活水準の向上に伴っ
て，平均寿命が著しく増加していくことが見込ま
れ，人生100年時代の到来も予測されている。
人生100年時代の到来に伴い，働きながら，
また，退職後も地域や社会の課題解決のために
活動することが一般的になることが考えられる。
このような，超スマート社会（Society5.0）に向けて
社会が進んでいく中，我が国の今後10年の教
育の指針としては， 2017年3月に新学習指導
要領が告示されている。算数科においては，領
域が，従前の A数と計算， B量と測定， C図
形， D数量関係から， 1年から3年は， A数と計
算， B図形， C測定， Dデータの活用， 4年か
＊岡山市立津島小学校教諭
ら6年は A数と計算， B図形， C変化と関係，
Dデータの活用というように従前から変わってき
ている。
このA数と計算の領域は，算数指導の中でも
大きな比重をしめている領域であるが，この指導
がうまくし、っているかどうかは一般的に疑問視さ
れているところである。特に，「計算Jついては，
計算で答えを求めるといった技能についてはお
おむねできていると判断できる状況と考えられて
いるが，計算の意味を考えたり，活用したりする
ことがあまりできていないという現状が見られる。
超スマート社会（Society5.0）では，我々が予想し
ている以上に AIが進化・発展していくことが予
想され，これからの超スマート社会（Society5.0）に
おいて，計算技能などの技能は AIに取って代
わられるため，計算技能ができる人聞を育成し
ていくのは全く意味をなさない。そこで，計算の
意味指導についての指導のあり方について改め
て考え直すことで，どのような指導がよいのかに
ついて探っていきたい。
??? ?
2 本研究の目的と方向性
学校現場では，相変わらず計算の技能の習
熟に一番力を入れている傾向が見られる。それ
は，計算の技能の習熟が結果として目に見えや
すいということが一つの要因であると考えてい
る。これは，計算の技術がいらないとか，計算の
技能の習熟がいらないといっているのではなく，
計算の指導にあたっては，「計算の意味につい
ての理解」「計算の仕方を考える」「計算に習熟
．活用するJの3つの点を重要視しなければいけ
ないが，「計算に習熟する」部分の指導に重きが
置かれている傾向が問題なのである。
先ほど述べた通り，「計算の意味についての
理解J「計算の仕方を考える」「計算に習熟・活用
する」の3点を重要視して指導にあたることで，
「計算ができるjから「計算が分かる」へと児童を
変えていく必要がある。計算の仕方を考えたり，
計算を活用したりするためには計算の意味の理
解が欠かせない。このことから，本研究では，そ
の中でも，「計算の意味の理解」の指導のあり方
について焦点をあてる。また，計算の本質につい
ては，数学的には「集合Jの構造にかかわる概念となっ
ているが，小学校における算数の「計算の意味J
の指導とし、うことで考えていき，第1学年「3口の
計算の意味理解」に力点を置いた授業デザイン
を構築し，考察していくことを目的としたい。
3計算の意味指導と問題の所在
／＼ 
｜ 式 ト→｜ヲ叫操作｜
図1
児童の計算の意味指導にあたっては，上記の
図1のように「式J「問題（お話）」「ブ、ロック操作Jを
おEいに行き来させ，三位一体となるようにする
必要がある。しかし，現状では，「問題（お話）から
式J「ブロック操作から式」「問題（お話）からブロッ
ク操作Jの活動は十分行われている。しかし，
「式からブロック操作」「式から問題（お話）Jの活
動はあまりなされていないように見られる。 2019
年現在の6社の算数の教科書を見てみると，「問
題から式Jや「ブ、ロック操作から式」に関しては，
どの教科書も，「問題場面→ブ、ロック操作→式j
とし、うように，操作を通して，既習の2つの数の式
から3つの数の式へと拡張してし、く記述や図見
て取れ，丁寧に授業を進めていって欲しいとし、う
教科書会社の思いがよみ取れる。
しかし，「式から問題JC:v、う「作間（式のよみ）」
に関しての記述は，教科書会社によっては全く
ないところもあり，記述している教科書会社で
あっても練習問題として1題といった状態であ
る。計算の意味理解の段階で式のよみがおこな
われていなし、ことが1つ目の問題である。
2つ目の問題は， 4口以上の式への拡張につ
いてである。4口以上の式へと拡張している記述
はどの教科書会社も見られなかった。4口以上
の式になると，未習の10以上の計算結果になる
ため，計算をさせることには問題はあるが，式表
示として， 4口以上の式も閉じように考えていけ
ば，式に表せることができることを発展的に考え
させていくことは必要であると考える。つまり， 4
口以上の複雑な計算をする必要はないが，式表
示としては必要であるとし、う考えである。それは，
この4口以上の式表示が，かけ算やわり算の同
数累加や同数累減と大きく関わってくるため，か
け算やわり算の素地となってくるからである。
しかしながら，かけ算やわり算の単元までに，
4口以上の計算の式表示ができるとし、うことを学
習する単元は，どの教科書もない。そのため，こ
の3口の計算の学習の際，発展的に4口以上の
式に表すことをしないということが2つめの問題
である。特に，教師が，この4口以上に発展させ
ていくことが，かけ算やわり算の素地になるとし、う
意識をもっていなし、ことが大きな問題である。
4 3ロの計算
3口のたし算・ひき算は，すでに2口のたし算
・ひき算を学習しているため，簡単で指導上問
題がないように思われがちである。たしかに， 2
口の計算の計算技能に習熟できていれば， 3口
の計算の「計算の仕方」や「計算の習熟Jについ
ては，そう難しし、ものではなし、かもしれない。しか
し，ここでは，「＋Jや「一」といった演算記号を2
回使って， 1つの式で表すことができるといった
ことを理解することが重要である。そのために
は， 3口の式にすると場面を明確に表せるとし、う
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よさを感じ取らせることが大切になってくる。
また，単元構成では，「加法・加法Jと「減法
・減法」をそれぞ、れ1時間ずつ，「加法・減法J「減
法・加法Jの2つを1時間で行う。それは，「加法
・加法」と「減法・減法」が基本であり，また，この
2つは，かけ算とわり算の素地になるという考え
からである。
5 3口の計算の導入場面での現状
指導においては，児童のあるべき姿を教師が
明確にもつ必要がある。しかし，そのあるべき姿
と現状にずれが生じているのが普通であり，その
ずれを修正するものが教材研究である。そこで，
例えば，「電車に始め5人乗っています。次に3
人乗りました。その次に2人乗りました。全部で
何人に乗っていますか。 Jとし、う問題で， 3口の
計算の導入場面でのあるべき姿と現状について
考察してみる。ここでのあるべき姿と現状は，次
のようになる。
｜あるべき姿｜
? ???
｝＝?， ． 、
?
??＝
?
?
?
? ??
﹈ ? ＝ ?
?
?? ??? ??
? ? ?
???
? ?
?
? ??
教師は当然，あるべき姿の「5+3+2=10Jと
ほとんどの児童が表すことができると考えている
が，現状は，（1)(2)(3）と表す児童が多数いる。
この（1）の「5+3=8 8+2=10」は，既習の
知識を使って考えており，一つ一つ計算し， 2つ
の式で表すことは，決して間違いではない。しか
し，ここでのあるべき姿は， 3口の計算の式にな
るように，「5+3+2Jと考えることである。しかし，
児童は，この3口の計算の式は初めてであり， 3
口の式にしてよしものかどうかの判断に迷ってし
まう。 3口の計算の式にしてよいという根拠に，式
から具体的場面・問題場面へとよみ直させる「式
のよみ（作間）」が有効に働くと考えている。
式のよみ（作間）を根拠として，「5+3+2」が
正しいと言うことを説明する数学的活動を取り入
れることで，「根拠をもった説明」「意味を伴った
式の理解」を行うことができる。 3口の計算の導
入段階で，「式の意味Jと「式のよみJを同時に行
え，図3のように双方向からの理解の強化を図る
こともできるからである。
式の意味と式のよみを「加法・加法」の場面，
「減法・減法」の場面，「減法・加法」の場面，「加
法・減法」の場面のそれぞれの場面で双方向か
ら繰り返すことで，問題の所在であげた3口の計
算指導での「式のよみjの欠落を補い，計算の意
味理解を確かなものとしていく。
図3
6深い学びを創発する授業デザイン
( 1 ）単元名 第1学年『3つの数の計算J
(2）単元の目標
・3つの数をたしたり，ひいたりする計算を1つの
式に表したり，計算したりすることができる。
（知識・技能）
・3つの数をたしたり，ひいたりする計算を1つの
式に表し，その式からお話を考えることができ
たり，そのよさに気付くことができる。
（思考・判断・表現）
・3つの数をたしたり，ひいたりする計算を一つの
式に表すことを，進んで用いようとすることがで
きる。 （主体的に学習に取り組む態度）
(3）単元計画（全5時間）
第1次 3口の計算の意味理解
第1時 3つの数の計算の「加法・加法」の
計算の意味を理解するとともに， 3つ
の数の計算を1つの式に表すよさに
気付き，進んで用いようとする。
第2時 3つの数の計算の「減法・減法」の
計算の意味を理解するとともに， 3つ
の数の計算をすることができる。
第3時 3つの数の計算の「減法・加法」と
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「加法・減法」の計算の意味を理解
するとともに， 3つの数の計算をする
ことができる。
第2次 3口の計算の意味理解の深化
第1時 3口の計算の演算決定
第2時評価
(4）指導の工夫
場面提示の工夫
挿絵を使い，場面を1コマずつに分けて，）I慎
に提示してし、くことで，具体的場面を理解しやす
くさせる。また，既習の「5+3」の場面と「5+3+
2」の場面を分けて提示する。
隊じめに 5ひき つぎに3びき
のコていま宮。 のりました，
「5+3Jの場面
（第 l学年わくわくさんすう（啓林館）P80引用）
拡じ胞に 5ひき
のっていま宮．
つぎに 3ぴ告
のりました．
「5+3+2Jの場面
そのつぎに 2むき
のりました．
（第 I学年わくわくさんすう（啓林館）P80引用）
「5+3」のお話（問題）に「＋2」になるお話を続
けて追加するのではなく，「5+3Jと「5+3+2」
のそれぞれのお話を分けて提示することで，そ
れぞれの状況の違いを視覚的に捉えることがで
きるようにする。
問題場面（お話）を唱えながらブロックを操作さ
せる。
ブ、ロック操作は，くり上がりゃくり下がりのない
加減の単元で，ブロック操作を十分行っている
ため，この単元では必要ないように思うかも知れ
ない。しかし，くり上がりゃくり下がりのない加減
の学習で，数図ブロックを操作する手の動き（操
作の仕方や行動）を立式の根拠として学習を続
けてきた。その経験をもとに，この3口の計算の
単元でも数図ブロックの操作が2回続くことを経
験させることは，直観的に3口の計算の式にこ
では，「5+3+2」）に繋がってし、くと考えられる。
そのため，ここでも，問題場面を唱えながら数図
ブロックの操作を行うことを大切にしていきたい。
そうすることで，数図ブロックを操作するときの
「手の動きが同じj品、うことを根拠に， 2口のたし
算と3口のたし算を，「今までのたし算とかわらな
い。 Jとし、う1年生なりの統合を果たすことが期待
できる。
式のよみを根拠として説明させることで， 3口
の式にするよさに気付きゃすくさせる。
「5+3=8 8+2=10」とし、う立式は決して
誤りではない。児童たちにとっては，既習から導
かれる普通の考えである。しかし，ここでは， 2段
階に立式することがねらいではなく，し、かに1つ
の式「5+3+2」という3口の式に導くかが大切
なねらいとなってくる。この場面では， 3口の式に
する方がよいとし、う理由を「式のよみ」を活用し
て，考えていかせるようにする。そうすることで，
式表示と式の意味を双方向に行き来でき，式の
意味の確かな理解に繋がってし、くからであり， 3
口の式にすると問題場面（お話）と同じになるとし、
うよさに気付きゃすくなることが期待できる。
12口の式と3口の式を1年生な吋合する。｜
新学習指導要領には，算数科の学習におけ
る「数学的な見方・考え方Jについては，
事象を数量や図形及びそれらの関係など
に着目して捉え，根拠を基に筋道を立てて
考え，統合的・発展的に考えること
と示されている（下線筆者）。
本時で得た資質能力を今までの見方・考え方
と「統合」させていくことで，本時で得た資質能力
が次時以降で働かせる数学的な見方・考え方と
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チンの動きになってるから増えてる。（右手を
左手まで動かし，パッチンと音を鳴らす。）
T 本当にそんな動きになる？
c なる。（全員賛成）
T 数図ブロックを5こと3こ出しましょう。そして，
問題を見て，お話ししながら数図プ、ロックを動
かして閉じ動きになるか確かめてみましょう。
なる。そう考えてしてと，「統合・発展Jを意識した
授業デザインを考える必要がある。
ここでは， 2口の式から3口の式になっても変
わらないことを話合うことで，「3つになっても手
の動きが同じ」「3つになっても，『増える（やって
くる）』のはたし算Jb、うように1年生なりの表現
で， 2口の計算と3口の計算を統合していくよう
にしていきたい。
数図ブ、ロックを出して，問題（お話）を口々 に言
いながら数図ブロックを動かしていった。
14叫の式の場面を発展的に考えさせる。 I
やっぱり，パッチンの手の動きになります。
c パッチンの動きはたし算。パイパーイはひき
算だから， 5+3=8です。
T 3匹乗ると増えるから，「＋3」になるんだね。
(5+3の＋3の下に「3びきのった」という言葉を
加える。）
数図ブ、ロックの操作をみんなで確認し，挿絵
の横に以下のような数図ブロックの動きを表す図
を示した。
c 
3口の計算の意味や3口の計算にするよさに
気付いたところで，発展的に4口， 5口の式にな
る場面を発展的に考えさせるようにする。そうす
ることで，式の意味とよさに広がりと深まりが児童
に期待できる。
また，そこでも， 4口や5口の計算にしていい
理由を，式のよみを根拠として説明させること
で，意味理解を確実なものとしてして。
を至bつぎに， 3びき
のりました。
? ?? ?? ?
T 数図ブ、ロックから手を離しましょう。 5+3の
式を見ながら，お話が言えますか？
c 簡単にできるよ。
T 先生が， 5+3の式に指を指すのでそれに
合わせてお話を全員で、言ってみましょう。
(5を指さす）
c 始めにねずみが5ひき乗っています。
(+3に指さす）
c 次に3匹乗ってきました。
c 全部で8匹です。
T すごいね。式からでも上手にお話が言えま
したね。 2つ目のお話もできるかな？
7授業の実際
｜「5+3Jの問題の1コマ目を提示する。｜
c ねずみが車に乗っている。
c 車でじゃないよ。線路がある
から電車だよ。
c 5ひき乗っている。
T このお話の続きはどうなると思
う今
どんどん進んでいく。
ねずみが次の駅で降りると思う。
もっと乗ってくる。
拡U砲に 5ひ告
のっていま宮．
c 
c 
c 
｜「5+3Jの問題の2コマ目を提示する。！
日 C あたった。ねずみ
が3匹乗ってきた。
c 8匹になった。
T このお話の式はど
うなるか分かります
か？ ｜「5+3+2Jの問題の1コマ目を提示する。｜
c さっきと同じだよ。
c 5匹乗っているのも同じ。たぶ
ん，次が違うんだ。
降りるんだ。c 
???? ????????
?? ?? ?
コ喧i;:3t旭
町りun. ~ 
簡単。「5+3Jです。
理由はなぜですか？
乗ると増えるので「5+3」で8です。
本当に増えた？
数図ブロックを動かす時の手の動きがパッ
!OJI,;串I:so吉
田：＞t:~＂＂1'· 
???
田υ寵した．
で， 5+3=8
c さっきと全く同
じお話です。何
も違わないよ。
c その次があります。
c まだ，あるの？
T その次に， 2匹乗りました。
c 簡単，簡単，全部で10匹だ。
T お話を言いながら，数図ブロックを動かして
みましょう。
数図プロックを出して，問題（お話）を口々に言
いながら数図プロックを動かしていった。そして，
隣の人と数図ブロックの操作を見せ合った後，
代表の児童に数図ブ、ロックの操作をしてもらい，
確認し合った。
T 誰か，前で数図プロックを動かしてみて。
（挙手多数）
c 始めにねずみが5匹乗っています。（数図プ
ロックを5個並べる。）
次に， 3匹乗りました。（3個の数図プロックを
左側に動かす。）
次に2匹乗りました。（2個の数図ブ、ロックを
左側に動かす。）全部で10匹です。
この後，もう一人に数図ブロックの操作をして
もらい，同じ操作で数図ブロックを動かした。
T 先生のお話に合わせて，みんなも声を出し
ながら数図ブロックを動かしてみましょう。
操作を確認した後，挿絵の横に，以下のよう
な児童の操作を表した数図ブロックの動きを表
す図を示した。そして，どのような式になるか考
えさせていった。
障関崎璽雪辱璽
はじめrc:sひき つぎ~. 3ぴき そ＠つぎIL,
のっています． のりました． 2ひき＠りました．
T みんなが動かした数図プロックはどんな式に
なるか考えてみましょう
自分で考える場面で，「5+3=8+2=10」と
する児童が何人かいたが，机間指導で，前の式
（左辺）の結果を表した後に「＋」の記号を続けて
はかけないことを伝えると，「5+3=8+2=10」
と考えた児童は，「5+3+2=10」と「5+3=8
8+2=10」の式にそれぞれ考え直していた。
T 考えた式をみんなに教えてください。
児童が考えた式を発表させると次のような式
がでてきた。
児童の考え
(1) 8+2=10 
(2) 5+3=8 8+2=10 
(3) 5+3+2=10 
T 答えが10匹と同じになるね。どの式がお話
通りの式なのかな？始めの「5+3Jの時と同じ
ように，式からお話が言えるかな？自分の作っ
た式を見てお話をしてみましょう。
式のよみを根拠として話し合う。
T 「8+2=10Jの式はどんなお話になるかな。
隣の人と話し合ってみましょう。
（隣の人と話し合う。）
T 「8+2=10Jの式のお話をみんなに教え
て？
c 始めに8匹乗っています。次に， 2匹乗りまし
た。全部で10匹です。
T 「8+2=10Jは今のお話でいい？
c あってる。（全員賛成）
????
c 全部で10匹です。
T この式は，この絵のお話とあっているかな？
c あってる。
c けど，絵のお話に「全部で8匹です。 Jは（お
話に）書いてないよ。
c あってるような，あってないような・・・
c 絵とはあってるけど・・・
すっきりする？
すっきりするようなしないような・．．
絵の下に書いてあるお話とは一緒？
お話とは一緒じゃないかな・．．
みんなどう？
c お話と絶対あってるとは言えない。
（半数ぐらいがうなずく）
T じゃあ，この「5+3=8 8+2=10」の式は
お話と合うかとし、うと微妙で，絶対とは言えな
いんだね。次の「5+3+2=10」の式はどん
なお話になるかな。隣の人と話し合ってみま
しよう。（隣の人と話し合う。）
???
T 「5+3+2=10Jの式のお話を教えて？
c 始めに5匹乗っています。次に， 3匹乗りまし
た。その次に2匹乗りました。全部で10匹で
す。
T 「5+3+2=10Jは今のお話でいい？
c あってる。（全員賛成）
T 全員で先生が指を指すからそれに合わせ
て，お話をしましょう。
(5を指さす）
c 始めにねずみが5匹乗っています。
(+3に指さす）
c 次に3匹乗ってきました。
(+2を指さす）
c その次に2匹乗ってきました。
(=10に指さす）
c 全部で10匹です。
T この式（5十3+2=10）は，この絵のお話と
あっているかな？
c あってる。
c これはさっきと違って，絶対同じといってい
c 「5+3+2=10」は，さっきよりもすっきりす
る。
C 「5」が1枚目，「＋3Jが2枚目，「＋2」が3枚
目でお話と同じになる。
T 全員で先生が指を指すからそれに合わせ
て，お話をしましょう。
(8を指さす）
c 始めにねずみが8匹乗っています。
(+2に指さす）
c 次に2匹乗ってきました。
(=10に指さす）
c 全部で10匹です。
T この式は，この絵のお話と合っているかな？
c あってない。始めに乗っていたのは5匹だか
ら違う。
c それだと，始めに8匹乗っていたことになる。
c それに次に乗ってきたのは， 2匹でなく3匹。
c 2匹乗ってきたのは最後だから， 2枚目の絵
のお話と違う。
c 「全部で10匹です。」つてのはあってる。
T このお話は，「8+2=lOJの式のお話品、つ
ていい？
c ちがう。お話と式が合わない。
T 「8+2=lOJはお話と合わないんだね。次
は，「5+3=8 8+2=10Jとお話を考えて
みよう。隣の人とお話をしてみましょう。
（隣の人と話し合う。）
T 「5+3=8 8+2=10Jの式はどんなお話
になりますか？
c 始めにねずみが5匹乗っています。次に， 3
匹乗りました。全部で8匹です。始めに8匹
乗っています。次に2匹乗りました。全部で10
匹です。
T 「5+3=8
b、？
c あってる。（多くの児童）
T 全員で先生が指を指すからそれに合わせ
て，お話をしましょう。
(5を指さす）
c 始めにねずみが5匹乗っています。
(+3に指さす）
c 次に3匹乗ってきました。
(=8に指さす）
c 全部で8匹です。
(8を指さす）
c 始めにねずみが8匹乗っています。
(+2に指さす）
c 次に2匹乗ってきました。
(=10に指さす）
8+ 2= lOJは今のお話でい
? ?? ?
T 「＋3Jが2枚目，「＋2」が3枚目でお話と同
じになるっていってくれたけど、「＋3Jと「＋2J
はイ可をし、っているの？
c r +3Jは「次に3匹乗りました。 J，「＋2Jは
「その次Iこ2匹乗りました。 Jです。（賛成多数）
堅聖司 管？£はじめに5ひ音 コぎ（；：， 3びき
のっています。 のりました．
T 式を見ながら，数図ブロックを動かせるか
な。先生の声に合わせて，みんなも式を言い
ながら数図ブロックを動かしてみましょう。
（式を言いながら，数図ブ、ロックを動かす。）
T お話しながら数図ブロックを動かしたときと動
かし方は同じですか？違いますか？
c 同じになった。だから，式も「5+3+2Jで
やっぱり合っていると言える。
T 動かし方が同じだから，やっぱり「5+3+2」
でいいと言ってる人がいるけど，どうかな？
c いいと思う。
I 2口の計算と3吋算を統合する。 I 
T 「5+3Jのような式と今日みんなが見つけた
「5+ 3 + 2Jのような式は違うように思えるけ
ど，こう考えたら同じになるなというのはありま
せんか？隣の人と一緒に考えてみて。
c 手の動きが全部パッチンになるのが同じで
す。
c ほんとだ。パッチンの数だけたし算になって
る。
c 3つになっても乗って増えるのが同じ。
T 「こう考えたら閉じだよ」って考えられたのが
みんなすごい。 2つの数でも3つの数でもブ
ロックの手の動きや乗ると増えるとたし算と考
えたら同じです。
14口 5口の計算場面を発展的に考えさせる。｜｜
T じゃあ，このお話は， 3枚目で終わりでいい
ですか？
c まだ，まだ，お話を続けられます。 4枚目が
あってもいい。
c 10枚目もあると思う。
T 10枚ってすごいね。でも，まだまだ続いても
式を作ることはできますか？
c できる。
T なぜ，できると思うの？
c だ、って， 2枚目と3枚目は，数図ブロックを動
かす手の動きで考えたら一つの式でできたら
から，同じように考えたら何枚ででもできる。
T すごい。同じように考えたらできると思うんだ
ね。じゃあ，やってみたいですか？
c やってみたい。（やりたいとし、う声が多数）
T 4枚目に，「またまた， 4匹乗りました。 Jとなる
とどんな，式になると思う？
c 「5+2+3+4Jになる。
T その式になるわけが言える？
c 5+2+3+4の式のお話をすればいい。そ
の式は，「始めにねずみが5匹います。次に2
匹乗りました。その次に， 3匹乗りました。また
また， 4匹乗りました。 jになるから，お話とぴっ
たり合うからです。
（賛成多数）
T 手の動きが3回こう（左から右へ手を動か
す），動いてくるから「5+2+3+4」といって
いいです。
（賛成多数）
T すごい。お話通りにしたり，ブロックの手の動
きを考えたりしたら，こんなたくさん「＋」がつく
んだね。このお話にまだ，続きがあります。「ま
た，また，また，次に1匹乗りました。 Jどんな式
になるかな？
c 先生，簡単すぎる。
T 隣の人と言い合ってみましょう。理由も言え
る人は言ってみてね。
（隣の人と言い合う。）
c 「5+3+2+4+1Jです。この式をお話にす
ると，式とお話が同じになるからです。
（賛成全員）
c 手の動きも4回手がパッチンします。
(4回右手を動かして，左手と右手をぶつける。）
叫上の吋すよ掛得枕 ~ 
T 今までと違って，こんなに「＋」がたくさんつ
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いている式になったけど，こんな式にしてどん
ないいことがあるか分かる？隣の人と一緒に
考えてみましょう。
c お話がはっきりします。
T どうし、うこと？
c さっきの「5+3=8 8+2=10」のときは，
お話がはっきりしなくて，友達のを聞いても
すっきりしなかったけど，『5+3+2=10Jの
方はお話が同じになって，すっきりします。
c 式とお話が同じになるのがいいところです。
T 式とお話がぴったりと同じになって，すっきり
するところがいし、ところなんだね。
8省察
「式のよみ」を根拠にして考え，話し合わせる
ことで，約3分の1の児童が2つの式で考えてい
たが，既習の2つの式では式に合わないことが
容易に理解できていた。そして，「式のよみ」から
考えると3口の計算の式にしてよいことも児童に
とって素直に理解できていた。その結果， 3口の
計算の式にするよさについても「お話（問題）と式
が一緒になる」といったよさを感じることができて
いた。また， 4口や5口の計算の式になる場面に
発展させていったが，おはなしはどんどん続くこ
ともあることから4口や5口の計算の式になっても
よいと考えたり，「式のよみ」から4口や5口の計
算の式になる理由を説明をすることができたりし
ていた。
2・3時目も同じように「数図ブ‘ロックの操作」と
「式のよみJから「3口の計算の式表示Jを説明す
る活動に取り組んだ。 1時自の授業を生かしなが
ら児童はひき算のみやたし算とひき算が混じり
合った3日以上の計算の式の意味や3口以上の
計算の式表示をするよさをサイクリック的に学ん
でいくことで，意味理解とよさについて深めること
ができていた。
これらのことから， 3口の計算の意味理解に
「式のよみJを授業の軸として構成する授業デザ
インは有効であると考えられる。
しかし，単元が同じような授業デザインの繰り
返しになるため， 3時目が若干くどいように感じる
ことは否めなかった。意味理解を深めてし、くため
にこれは住方がないことなのか，それとも，違う
授業デザインがあるのかについては今後改めて
探ってb、きたい。
9参考・引用文献
・ー松信・岡田緯雄他（2014），「みんなとまなぶ
1年」，学校図書， P76同78
・小山正孝他（2014），「しようがくさんすう1年J,
日本文教， P80・83
・清水静海・船越俊介他（2014），「わくわくさん
すう1年j，啓林館， P80・83
・赤婿也・橋本吉彦他＜2014),rたのしし、さんすう
1年J，大日本図書， P81-86
・坪田耕三・金本良通他（2014），「しようがくさん
すう1年J，教育出版， P90・94
・藤井斉亮他（2014），「あたらしいさんすう 1年
上J，東京書籍， P83・86
・閣議決定（2018），「教育振興基本計画J• 
h句：／／www.mext.go.jp/a _ menu/k:eik北u/de凶ν
icsFiles/afieldfile/2018/06/18/1406127 002. 
pdf 
・文部科学省（2017a），「小学校学習指導要領J,
東洋館出版社
・文部科学省（2017b），「小学校学習指導要領解
説算数編J，東洋館出版社
・文部科学省（2016），「平成28年度版科学技
術白書J，日経印刷株式会社
・文部科学省（2008），「小学校学習指導要領解
説算数編J，東洋館出版社
（令和元年9月22日受理）
? ?? ?
